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座標DataBaseの拡張
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①測点に属性項目を追加可能（備考の追加）

測点の備考として10個の属性を追加でき
るようになりました。

この備考データは点の記の情報へ
連携可能です。

データエディタ（測点DBの拡張）



②測点に写真データをリンク可能（JPEG,BMP,TIFF）
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成果バインダーに登録した写真データを測点に割付けることが可能です。

データエディタ（測点DBの拡張）

1つの測点に5枚の写真を登録することが可能です。
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さらに写真のリンクを
簡単に！

Exifファイルを利用する。
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Exif ファイルとは

Exchangeable image file formatの略で、日本電子工業振興協会
(JEIDA)で規格化された画像メタデータのフォーマットです。

撮影した画像に、日時、機器メーカー名、機器モデル名、画像全体の解像度、
水平・垂直方向の単位あたり解像度、撮影方向、シャッタースピード、絞り（F
値）、ISO感度、測光モード、フラッシュの有無、露光補正ステップ値、焦点距
離、色空間（カラースペース）、GPS情報 - GPS付きカメラの場合、緯度・経
度・標高などの情報を付加することができます。

対応画像形式はJPEG、TIFF、JPEG XR(HD Photo)等があります。

TOWISEはJPEGに対応
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Exifの位置情報を中心に円で表示します。画面で確認しながら測点への

割付を行うことが可能です。（半自動）

データエディタ（測点DBの拡張）

③-1 Exif付き写真データを利用する（JPEG）

撮影した
位置情報

枠がピンクは
位置情報付
画像
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Exifの位置情報を中心にして検索範囲を設定し、そこから
最も近い測点へ自動で割り付けが可能です。（全自動）

①既存測点
に割付

②新点座標
として登録

データエディタ（測点DBの拡張）

③-2 Exif付き写真データを利用する（JPEG）
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④座標リストも写真付きで出力

設定した備考の項目と、写真の
データをもとに、写真付きの座標
リストも作成可能です。

データエディタ（測点DBの拡張）
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⑤測点情報の表示も見やすく

測点に登録した写真データを画面上で簡単に閲覧が行えます。

画面上部に固定表示測点付近に表示

データエディタ（測点DBの拡張）
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GeoNaviを利用すると..

測点に写真と属性を同時に
取得可能！



■地点の登録時、属性情報と写真、動画が取得可能です

GeoNavi（Pathfinder SB）

属性情報は5つ登録可能

写真は3つ、動画は1つ登録可能
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連動データ
（GeoNaviお気に入り情報）

位置情報 経度緯度

属性１～５ 文字列

写真①撮影情報
画像ファイル(＊.jpg)

写真①の備考

写真②撮影情報
画像ファイル(＊.jpg)

写真②の備考

写真③撮影情報
画像ファイル(＊.jpg)

写真③の備考

動画情報
動画ファイル(＊.wmv)

動画の備考
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⑥-1GeoNaviとの連携
GeoNaviで取得した、位置情報、点名、属性
×3、写真データ×3、動画データ×1をダイレク
トにTOWISEへ取り込めます。

データエディタ（測点DBの拡張）
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⑥-2 GeoNaviとの連携

データエディタ（測点DBの拡張）

測点DBの備考との連携
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測点DB～点の記作成連携強化

測点データに付加した属性項目を点の記の情報として連動する
ことが可能です。

測点の備考情報

写真の備考情報

点の記入力画面

写真の割当設定
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写真の割付した測点をKMLに出力すると、Google Earthに
写真付きで表示します。

Google Earthとの連携（KMLデータ出力）
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その他の改良点（ピックアップ）
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基準点（TS）・水準でJPGISフォーマットに対応

基準点共通計算

国土地理院「基準点測量製品仕様書」

「近畿地方測量部の製品仕様書サンプル」
に準拠したJPGIS成果数値ファイルの作成
が行えます。

水準共通計算

「水準測量（新設・復旧）製品仕様書」

「水準測量（改測・地盤変動）製品仕様書」に
準拠したJPGIS成果数値ファイルの作成が
行えます。

基準点測量、水準測量で必要な成果表（数値データ）を
JPGIS準拠形式で作成することが可能です。
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基準点共通計算 水準共通計算

基準点（TS）・水準で品質評価表に対応

品質評価表は、様式2-1品質評価表（総拢表）と様式2-2品
質評価表（個別表）を作成することが可能です。

品質要求や方法、結果を設定し、網平
均計算パートや点検測量パート（水準は
手簿パート）を指定することで、標準偏
差や較差へ結果が反映します。
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品質評価表のデータを元にメタデータエディタVersion2.0に
読み込み可能なCSVファイルへ出力が可能です。

基準点共通計算／水準共通計算

メタデータエディタVersion2.0

基準点（TS）・水準で品質評価表に対応
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データキャビネット

■登録階層の追加

2階層⇒5階層（キャビネット＋フォルダー4階層）に追加しました。
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■バインダーの簡易入出力

■TOWISE独自の圧縮ファイル（tzb）で登録します。（lzhと同形式）
メールでのやり取りに便利です。

■バインダー名をそのままファイル名として登録可能です。また、1バインダー
単位のやり取りを目的としていますので、キャビネット等の登録は不要です。

インポートエクスポート

データキャビネット
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共有したい項目にチェックをつ
けると、新規に素材を登録する
ときに、共有領域への登録が
可能です。

各PCで作成した、パーツ、表、図枠、書式、条件等の各データ
を共有することが可能です。

各素材データを共有するエリア
を設定します

TOWISE起動時にチェックし

更新データがあれば登録しま
す。

素材データの共有



シェープデータ TOWISE CAD

点 ⇒ 点、点パーツ図形

線 ⇒ ポリライン図形

面 ⇒ ポリライン、ペイント図形

属性情報 ⇒ SXF属性テーブル
26

SHAPEコンバータ（オプション）

１シェープファイル＝１レイヤで変換します。

複数のシェープを合成し１つのすることも
可能です。

GISの標準形式であるSHAPEコンバー
トに対応しました。
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読み込んだSHAPEファイルの属性情報はSXF属性テーブル
を利用して確認することが可能です。

SHAPE属性情報の確認・編集

さらに、内容を変更・追加・削除等の更新作業も行えます。
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①文字列の背景にマスク（重なっている箇所を隠す）が可能。

等高線をカットせずに標高文字を記入できるので、
文字の移動を行う場合も編集が楽です。

TOWISE CAD 背景マスク機能
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②画像の上の文字配置にも背景マスク

背景の色を指定することで、画像の上に文字を配置する場合も表現力
がアップします。

TOWISE CAD 背景マスク機能
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③プロットマークの背景にマスク。

マスク処理有りマスク処理無し

プロットと線の交点部分は穴あけをしていないので、線長コマンドで点間
距離の計測が可能。

※測量の成果作成時の指定は次期バージョンで計画中。

TOWISE CAD 背景マスク機能
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詳細はTOWISEブースまで
お越しください。

有難うございました。


